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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
ペルテス病に対する治療法と予後を決定する評価として､Lateral
Pinar(LP)分類が一般的に用いられている｡しかし､実際にはこ
のLP分類は治療中に変化することがあり､予後を決定するまでに
は至っていない｡本研究は､この治療中のLP分類の変化に及ぼす
影響因子を調査することにより､最適な治療法を導き出すのが目的
である｡ペルテス病症例 110例に対し､ⅩPによる詳細な分析と治
療結果､予後を検討した｡その結果､30%の症例が治療中にLP分
類が変化していること､そして装具療法などの部分的荷重を加えた
方が､免荷療法より壊死範囲が広がることを明らかたした｡今後の
臨床に役立つ結果を導き出したことになり､価値ある業唐と認める｡
よって､本研究者は博士(医学)の学位を得る資格があると静める｡
